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（ 3 第（） 7 3 号） 江 南 同 窓 会 会 報

高
（
子
夜
小
本
濃
美

18
）

取材に応じる松日楽さん

「
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス（
Ｓ
Ｓ
Ｈ
）第
Ⅱ
期
指
定
を
受
け
て
」

Ｓ
Ｓ
Ｈ
運
営
指
導
委
員
　
宍
戸 

章
子
（
高
28
回
）

　

母
校
が
こ
れ
ま
で
の
実
績
を

認
め
ら
れ
、
文
部
科
学
省
か
ら

さ
ら
な
る
５
年
間
（
令
和
７
〜

11
年
）
の
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン

ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
指
定
を
受
け

た
こ
と
を
報
告
し
ま
す
。

　

S
S
H
と
い
う
と
、「
優
秀

な
生
徒
に
理
数
科
目
に
特
化
し

た
エ
リ
ー
ト
教
育
を
行
う
」
イ

メ
ー
ジ
を
お
持
ち
の
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
本
校
で
は
、
文
理
を
問
わ

ず
生
徒
全
員
の「
共
創
探
究
力
・

論
理
的
思
考
力
・
情
報
活
用
能

力
」
等
の
育
成
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

に
よ
り
、
生
徒
全
員
の
論
理
的

思
考
力
・
I
C
T
運
用
能
力
が

向
上
し
、
英
語
力
に
つ
い
て
も

多
く
の
生
徒
が
Ｃ
Ｅ
Ｆ.

B1
ま

た
は
B2
に
到
達
す
る
等
の
成
果

が
見
ら
れ
ま
し
た
。

課
題
と
し
て
は

①
生
徒
の
課
題
研
究
の
分
野
が

多
岐
に
わ
た
り
、
教
員
の
幅
広

い
知
識
と
高
い
指
導
力
の
た
め

に
さ
ら
な
る
研
修
時
間
が
必
要

と
な
る

②
仮
説
・
実
証
と
い
う
過
程
を

楽
し
め
な
い
生
徒
や
大
学
入
試

科
目
の
学
習
に
専
念
し
た
い
生

徒
に
対
し
デ
ー
タ
分
析
の
手
法

を
教
え
る
等
の
粘
り
強
い
指
導

が
必
要
と
な
る

③
国
内
外
の
企
業
や
大
学
と
連

携
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る

④
S
S
H
の
指
定
は
10
年
以
上

続
く
た
め
、
教
員
が
短
期
的
に

異
動
す
る
現
状
で
は
、
絶
え
ず

人
的
資
源
不
足
の
状
況
で
あ
る

　

在
校
生
へ
の
指
導
は
現
場
の

先
生
方
が
専
門
家
で
す
が
、
校

外
か
ら
の
運
営
指
導
委
員
と
し

て
、
高
28
回
生
の
森
郁
恵
委
員

長
を
は
じ
め
、
３
〜
４
人
の
卒

業
生
が
協
力
し
て
い
ま
す
。
人

材
難
や
教
員
の
働
き
方
改
革
の

中
で
、
本
校
が
掲
げ
る
「
社
会

に
貢
献
し
、
新
た
な
価
値
を
創

出
す
る
科
学
的
探
究
者
育
成
の

た
め
の
『
共
創
探
究
』
の
教
育

課
程
開
発
」
を
実
現
す
る
た
め

に
は
、
卒
業
生
の
協
力
が
欠
か

せ
ま
せ
ん
。

　

卒
業
生
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
こ
の
事
業
に
さ
ら
に

興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、
連

携
先
の
紹
介
・
開
拓
の
ご
協
力

生
徒
の
研
究
分
野
へ
の
支
援
も

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。　

　

本
校
S
S
H
成
果
発
表
展
示

2025年度年間行事
4/ 7 (月)始業式、着任式
8 (火)入学式
17(木)国際交流デー
18(金)遠足
6/19(木)体育祭
7/17(木)SSH成果発表会
22(火)～8/25(月)夏季休業
8/20(水)～21(木)スタディアシスト
10/24(金)～25(土)
　　　　江麗祭　同窓会は展示参加
11/ 7 (金)～10(月)2年生修学旅行（沖縄）
12/15(月)SSH公開研究授業
23(火)～1/7(水)冬季休業
1/ 6 (火)～ 9(金)台湾海外研修
　　　（グローバルサイエンススタディ）
16(金)第53回合唱コンクール
17(土)～18(日)大学入学共通テスト
3/ 6 (金)卒業式
19(木)共創探究成果発表会
26(木)修了式

競
技
か
る
た
部

・
第
49
回
全
国
高
総
文
祭

　

香
川
大
会
・
県
代
表
３
名

　

２
年　

木
内
美
里

　

３
年　

西
口
歩
実

　
　
　
　

福
田
妃
希

・
第
32
回
関
東
大
会
県
代
表

　

２
年　

今
田
衣
咲

弦
楽
部

・
第
49
回
全
国
高
総
文
祭

　

香
川
大
会
県
高
校
合
同
参
加

　

２
年  

清
水
美
幸
・
古
瀬
桃
子

　
　
　

  

戸
栗
百
花
・
佐
藤
泰
輔

　
　
　

  

森
田
果
歩
・
富
樫
那
々
子

　
　
　

  

高
橋
明
日
香

自
転
車
部

・
関
東
大
会
出
場

・
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
自
転
車
競
技

　

大
会
出
場
（
鳥
取
県
）

　

２
年　

青
山 

哲
宗

陸
上
競
技
部

・
関
東
大
会
出
場

　

男
子
４
０
０
m
H

部
・
委
員
会
の
活
動

国
税
庁
主
催
の
「
税
に
関
す
る

作
文
」コ
ン
ク
ー
ル
で
受
賞

　

近
年
目
覚
ま
し
い
技
術
革
新

を
遂
げ
て
い
る
ロ
ボ
ッ
ト
開
発

の
最
前
線
で
、
長
年
活
躍
さ
れ

て
い
る
東
京
大
学
大
学
院
特
任

研
究
員
の
松
日
楽
信
人
さ
ん
（
高

27
回
）
に
話
を
伺
い
ま
し
た
。

松
日
楽
さ
ん
は
東
京
工
業
大
学

卒
業
後
、
１
９
８
２
年
に
東
芝

に
入
社
し
、
同
社
の
研
究
開
発

セ
ン
タ
ー
で
特
殊
環
境
（
遠
隔

操
作
）
ロ
ボ
ッ
ト
を
専
門
に
活

躍
さ
れ
ま
し
た
。
２
０
１
１
年

に
芝
浦
工
業
大
学
へ
移
籍
し
て

か
ら
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
と
の
共
生

社
会
を
目
指
す
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
サ
ー
ビ
ス
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
」

を
テ
ー
マ
に
研
究
。
現
在
は
東

大
大
学
院
の
研
究
室
で
、
福
島

第
一
原
発
の
廃
炉
に
向
け
た
研

究
に
も
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

―
ロ
ボ
ッ
ト
開
発
を
志
し
た

き
っ
か
け
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

「
私
の
世
代
は
、
鉄
腕
ア
ト

ム
と
い
っ
た
ロ
ボ
ッ
ト
ア
ニ
メ

が
流
行
し
始
め
た
時
代
で
、
未

来
の
技
術
と
し
て
描
か
れ
た
ロ

ボ
ッ
ト
に
憧
れ
を
抱
い
た
か
ら

で
し
ょ
う
か
。
進
学
し
た
東
工

大
に
ロ
ボ
ッ
ト
工
学
の
先
生
が

い
ら
し
た
の
で
、
４
年
生
か
ら

研
究
室
に
入
り
ま
し
た
」

　

―
東
芝
で
お
勤
め
だ
っ
た

29
年
間
の
中
で
、
特
に
印
象
に

残
っ
た
仕
事
は
あ
り
ま
す
か
。

　

「
東
芝
は
当
時
、
原
子
力
や

電
力
、
宇
宙
、
医
療
、
家
電
と

い
っ
た
多
岐
に
わ
た
る
事
業
部

門
が
あ
っ
た
の
で
、
多
様
な
事

業
用
ロ
ボ
ッ
ト
開
発
に
関
わ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
衛
星
に

搭
載
し
た
ロ
ボ
ッ
ト
ア
ー
ム
を

地
上
か
ら
遠
隔
操
作
し
、
細
い

ワ
イ
ヤ
ー
を
つ
か
ん
で
巻
き
付

け
る
配
線
作
業
の
模
擬
実
験
で

は
、
操
縦
担
当
の
人
が
退
職
し

て
し
ま
い
、
私
が
操
作
す
る
こ

と
に
。
前
の
実
験
が
失
敗
し
、

重
圧
も
あ
り
ま
し
た
が
、
何
と

か
成
功
さ
せ
た
。
医
療
ロ
ボ
ッ

ト
の
開
発
で
は
薬
事
法
違
反
の

疑
い
を
か
け
ら
れ
た
こ
と
も
。

ど
れ
も
よ
い
思
い
出
で
す
」

　

―
東
芝
時
代
、
民
間
技
術
者

と
し
て
産
学
官
連
携
事
業
に
も
関

わ
ら
れ
た
そ
う
で
す
ね
。

　

「
日
本
原
子
力
研
究
開
発
機

構
へ
出
向
し
、
米
露
な
ど
７
極

で
核
融
合
実
験
炉
の
実
現
を
目

指
す
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
計
画
に
参
加
し

た
り
、
国
の
総
合
科
学
技
術
会

議
で
次
世
代
ロ

ボ
ッ
ト
の
政
策

づ
く
り
に
関
わ

っ
た
り
、
東
工

大
の
客
員
教
授

で
博
士
課
程
の

指
導
を
し
た

り
。
貴
重
な
経

験
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
」

　

―
東
芝
を
早
期
退
職
し
、
研

究
の
場
を
大
学
に
移
さ
れ
た
理
由

は
何
だ
っ
た
の
で
す
か
。

　

「
人
と
離
れ
た
場
所
で
作
業

さ
せ
る
特
殊
環
境
ロ
ボ
ッ
ト
は

こ
の
ま
ま
開
発
が
進
む
で
し
ょ

う
が
、
日
常
に
役
立
つ
生
活
分

野
ロ
ボ
ッ
ト
の
開
発
は
ま
だ
発

展
途
上
で
し
た
。
人
の
そ
ば
で

動
く
ロ
ボ
ッ
ト
は
事
故
の
リ
ス

ク
が
あ
り
、
民
間
が
手
を
出
し

た
が
ら
な
い
か
ら
。
管
理
職
と

な
り
、
研
究
の
仕
事
が
少
な
く

な
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
大
学
な

ら
そ
う
し
た
生
活
分
野
ロ
ボ
ッ

ト
の
研
究
が
で
き
る
と
考
え
ま

し
た
。
コ
ロ
ナ
後
か
ら
は
本
当

に
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
が
身
近
に
な

り
始
め
た
と
思
い
ま
す
」

　

―
芝
浦
工
大
に
移
ら
れ
て
以

降
、
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス

ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
」
を
研
究
テ
ー
マ

に
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

「
こ
れ
は
、
複
数
の
メ
ー
カ

ー
の
多
様
な
ロ
ボ
ッ
ト
を
共
通

仕
様
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
連
携

さ
せ
る
こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な

社
会
課
題
を
解
決
し
よ
う
と
い

う
研
究
で
す
。
例
え
ば
、
A
社

の
清
掃
ロ
ボ
ッ
ト
と
B
社
の
案

内
ロ
ボ
ッ
ト
、
C
社
の
監
視
カ

メ
ラ
が
連
携
し
、
デ
ー
タ
を
共

有
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
介

護
施
設
な
ど
で
効
率
的
な
サ
ー

ビ
ス
が
提
供
で
き
ま
す
よ
ね
」

　

―
ス
マ
ホ
の
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
み
た
い
な
も
の
で
す
ね
。

　

「
そ
う
で
す
。
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
に
応
じ
た
ア
プ
リ
が
開
発

さ
れ
、
さ
ら
に
そ
の
ア
プ
リ
を

組
み
合
わ
せ
れ
ば
、
あ
ら
ゆ
る

地
域
の
課
題
が
解
決
で
き
、
ロ

ボ
ッ
ト
技
術
が
社
会
に
浸
透
す

る
は
ず
。
そ
の
た
め
に
は
、
ア

プ
リ
開
発
に
賛
同
す
る
企
業
や

研
究
者
を
増
や
す
こ
と
が
必
要

で
、
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
な
ど
を

通
し
て
国
際
ロ
ボ
ッ
ト
展
な
ど

で
P
R
し
た
り
し
て
い
ま
す
」

　

―
現
在
は
廃
炉
の
研
究
に
も

携
わ
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

「
廃
炉
の
研
究
も
ロ
ボ
ッ
ト

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
と
同
じ
考

え
で
す
。
福
島
第
一
原
発
で
は

約
８
８
０
ト
ン
あ
る
燃
料
デ
ブ

リ
の
取
り
出
し
が
な
か
な
か
進

ま
な
い
状
況
で
す
。
廃
炉
作
業

で
は
、
東
芝
、
日
立
、
三
菱
な

ど
複
数
企
業
の
ロ
ボ
ッ
ト
が
開

発
さ
れ
て
い
る
た
め
、
ロ
ボ
ッ

ト
間
の
情
報
交
換
や
連
携
が
不

可
欠
で
す
。
中
立
的
な
機
関
で

あ
る
大
学
と
し
て
、
こ
の
よ
う

な
ロ
ボ
ッ
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

提
案
を
行
っ
て
い
ま
す
」

　

―
今
後
の
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
の

発
展
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
展

望
を
お
持
ち
で
す
か
？

　

「
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
は
A
I
（
人

工
知
能
）
の
進
化
に
よ
っ
て
、
さ

ら
に
大
き
く
飛
躍
す
る
で
し
ょ

う
。
今
ま
で
は
、
一
つ
一
つ
の

動
作
を
細
か
く
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
後
は

ロ
ボ
ッ
ト
が
自
ら
学
習
し
、
状

況
に
応
じ
て
対
応
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
手
作
業

の
よ
う
な
高
度
な
感
覚
と
繊
細

な
動
作
を
可
能
に
す
る
技
術
の

研
究
が
進
む
で
し
ょ
う
。
か
つ

て
の
日
本
は
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
で

世
界
の
ト
ッ
プ
で
し
た
が
、
今

は
米
国
や
中
国
な
ど
海
外
に
追

い
越
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
は

も
っ
と
技
術
力
・
研
究
力
を
高

め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
」

　

―
高
校
生
活
は
ど
の
よ
う
に

過
ご
さ
れ
て
い
ま
し
た
か
。

　

「
軟
式
テ
ニ
ス
部
で
熱
心
に

　在校生を支援する活動として「助っ人バンク」が

あります。

　現役生に将来の社会貢献など刺激を与えていただ

けるよう、得意な分野の知識や経験を登録していた

だきたいと思います。

　フレッシュな同窓会員の方々にも積極的に登録い

ただき、現役生に学習相談や学習指導をしていただ

けたらと考えています。

　現在約 20 名の方が登録してくださっています。会

報で紹介することもあります。

　後輩を応援したいと思われる方は、ぜひ同窓会あ

てにご連絡ください。

　「江南同窓会」ＨＰからもお申し込みいただけます。

『助っ人バンク』登録のお願い

新本社〒254-0047平塚市追分1-7
　　　　TEL 0463-33-3111
東八幡工場〒254-0016平塚市東八幡5-10-10
　　　　TEL 0463-25-3111
http://adachikikaiss.co.jp/

☎

医療法人社団三暉会たむらクリニック

167-0023　
東京都杉並区上井草3-31-15
（西武新宿線上井草駅南口駅前）
☎03（5303）5701

多村幸之進（高29回）

内科・小児科・小児外科・外科・肛門科

各国の若手研究者と
福島第一原発で

平
塚
江
南
生
の
い
ま

2026 年 3月 1日

（
敬
称
略
）

会
が
平
塚
市
博
物
館
に
て

　

３
月
５
日
〜
４
月
19
日

開
催
さ
れ
ま
す
。

ロ
ボ
ッ
ト
と
共
生
す
る
未
来
描
く

東
京
大
学
大
学
院
工
学
系
研
究
科
特
任
研
究
員

松
日
楽 

信
人
さ
ん（
高
　
回
）

イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー

27

ま
つ

ひ

ら
　
の
ぶ
と

  

平
塚
税
務
署
長
賞

　

２
年　

土
井
忍
真
さ
ん

　
　
　
　

木
内
美
里
さ
ん

　
　
　
　

椎
野
夏
芽
さ
ん

　
　

３
年　

赤
川
礼

　

女
子
円
盤
投
げ

　
　

３
年　

高
橋
礼
奈

　

女
子
１
５
０
０
m
・
3
0
0
0
m

　
　

２
年　

三
浦
華
子

放
送
委
員
会

・
第
72
回
N
H
K
杯
全
国
高
校

　

放
送
コ
ン
テ
ス
ト
出
場

　

朗
読
部
門

　
　

３
年　

小
山
愛
加

　

ア
ナ
ウ
ン
ス
部
門

　
　

３
年　

𠮷
岡
葵

　

創
作
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
部
門

　
　

３
年
代
表　

荒
川
奈
希

・
第
49
回
全
国
高
総
文
祭

　

香
川
大
会
出
場

　

朗
読
部
門

　
　

３
年　

藤
原
柚
香

　

ア
ナ
ウ
ン
ス
部
門

　
　

２
年　

神
山
美
惺

・
第
23
回
関
東
地
区
高
校

　

放
送
コ
ン
ク
ー
ル
朗
読
部
門

　
　

２
年　

木
村
好
美

・
日
経
S
T
E
A
M
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

２
０
２
５
優
秀
賞
受
賞

　

放
送
委
員
会
S
T
E
A
M
班旧制服の顔出しパネル

江
麗
祭
で
同
窓
会
展
示

沼
　
田
　
　
繁
（
高
48
）

練
習
し
て
い
ま
し
た
。
私
の
代

は
あ
と
一
つ
で
関
東
大
会
と
い

う
試
合
に
進
み
、
日
没
サ
ス
ペ

ン
デ
ッ
ト
ま
で
も
つ
れ
た
末
に

敗
退
、
健
闘
で
し
た
。
勉
強
も

頑
張
っ
て
は
い
た
も
の
の
、
物

理
や
化
学
は
あ
ま
り
良
く
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
た
だ
、
２
年

生
の
夏
に
成
績
が
上
が
り
、
東

工
大
に
入
れ
る
か
も
知
れ
な
い

と
い
思
い
頑
張
り
ま
し
た
」

　

―
最
後
に
、
こ
れ
か
ら
の
社

会
を
担
う
若
者
た
ち
へ
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

「
何
か
に
夢
中
に
な
り
、
追

求
す
る
こ
と
が
、
そ
の
後
の
人

生
で
大
き
な
力
に
な
り
ま
す
。

自
分
の
や
り
た
い
こ
と
を
早
く

見
つ
け
、
挑
戦
し
続
け
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。
大
学
進
学
を

目
指
す
と
し
て
も
、
何
を
し
た

い
か
と
い
う
目
的
意
識
を
持
つ

こ
と
が
重
要
で
す
」


